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「理科室のおじさん」を訪ねて 

その 1４ 日立市立金沢小学校 日立理科クラブ・太田二郎さん 

金沢小学校の「理科室のおじさん」太田二郎さ

んを訪ねました。理科室に入ると、たくさんの昆

虫や鳥の写真が展示されています。まるで、昆虫

博物館のようです。金沢小学校の校庭や校舎の周

りにいた昆虫類が、見事なシャッターチャンスを

生かした姿で撮られています。また、校庭の木々

にも、写真入りで樹木の説明がある標識が取り付

けられており、子どもたちが樹木の名前を自然に

覚えることができるようになっています。 

 さて、「理科室のおじさん」の太田二郎さんは、

長野県の松本市出身で、日製の日立工場に就職して、水力発電関連の仕事に従事していました。「長野

県松本は、冬は厳しい環境ですが、小中学生の頃、楽しみの一つに、氷結した美鈴湖で下駄スケート

をしたことが忘れられないですね。その湖では、ワカサギ釣りもできるんですよ。」と、思い出して楽

しそうに話をしていました。また、高校時代は、映画研究クラブに属し、昭和30年代の西部劇や映画

音楽に興味があり、夢中になっていたことをなつかしんでいました。最近は、お孫さんのダンス(日立

舞踊り)の場面を写真にすることを、趣味として楽しんでいるとのことです。 

手軽にできる実験装置

理科室の整理棚のケースに実験器具のネームプレートを作って分類するなど、日曜大工が得意だと

いう太田さんの特技を生かした工夫がなされていました。太田さんが最初に理科室で取り組んだのは、

準備室の机に化粧ベニヤを使ってリニューアルしたことです。

とても使いやすいきれいな環境になっていました。昼休み等に

理科室にやってくる子どもたちのために、手軽に実験できるよ

うな装置をたくさん準備して、子どもたちの活動の場を広げて

います。子どもたちに人気のある面白い装置が取り揃えられて

いました。「何か子どもたちのためにできないかということを考

えることが好きで、家庭でもよくいろんなものを作っています

よ。」と、にこやかに話をしていました。太田さんにと

って、「理科室のおじさん」としての活動は、とても楽

しいし、やりがいがあり、かけがえのない時間になっ

ているようです。理科室が、子どもたちにとってとて

も興味や関心をもてる場になっているなと感じました。 
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